■参考4）光害対策ガイドライン・広告物照明における配慮事項

	主な配慮事項
	内容

	(1)漏れ光に対する配慮

□照度、輝度を与える範囲の適正な設定を行う。

　□発光方式の適切な選択を行う。

　□人工光使用総量の削減のための細かい工夫に努める。
	→特に、サーチライト、レーザー等広範囲に光が漏れ、影響が大きいものは使用しない

→内照式看板や蛍光部分の露出によるものは、その設置について十分に配慮する。

→コントラストの設計を工夫して、人工光使用総量の削減を行う。

	(2)光の性質に関する配慮

　□点滅をさせないこと。

　□動かさないこと。

　□投光照明を着色しないこと。
	→発光部分を点滅させない。

→発光部分及び照射範囲を動かなさいこと。

→投光器について、フィルターを通した着色などは行わない。（環境配慮としてフィルターをかけることは除く）

	(3)省エネルギーに関する配慮

　□効率の良い光源の使用を推奨する。

　□点灯時間を適切に管理する。
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